
19船年出上の木簡

青
森
・
根
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
圭自
森
県
八
戸
市
大
宇
根
城

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
五
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
八
戸
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
村
知
弘

・
小
林
和
彦

・
佐
々
木
浩

一
・
高
島
芳
弘

。
藤

田
俊
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
南
北
朝
時
代
ｉ
江
戸
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

根
城
跡
は
東
流
す
る
馬
渕
川
に
面
し
た
標
高
約
二
〇
ｍ
の
河
岸
段
丘
上
に
あ

り
、
本
九
、
中
館
、
東
善
寺
館
、

岡
前
館
、
沢
里
館
の
各
郭
か
ら

な
る
平
城
で
あ
る
。

根
城
は
建
武

元
年

（
〓
一三

四
）
南
部
師
行
が
築
城
し
、
寛

永
四
年

（
〓
企
一七
）
三

二
代

一戸
直
義
の
代
に
、
現
在
の
岩
手
県

くノ
遠
野
市
に
移
封
に
な
る
ま
で
の

約
二
九
〇
年
間
、
南
部
氏
の
居

城
で
あ

っ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
本
丸
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
三
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
、
環

境
整
備
を
目
的
に
調
査
を
行
い
、
郭
の
平
場
の
調
査
を
行

っ
た
。
木
簡
は
昭
和

六
〇
年
度
に
調
査
し
た
本
丸
南
端
の
井
戸
跡

（
ｓ
三
二
九
）
埋
土
か
ら
出
土
し

た
。
井
戸
は
検
出
面
で
直
径
が
二

・
七
ｍ
、
深
さ
は
六

・
三
ｍ
以
上
で
、
素
掘

り
の
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
と
と
も
に
、
陶
磁
器

（青
磁
椀
、
白
磁
、
染
付

皿
、
美
濃

・
瀬
戸
産
灰
釉
鉢
、
唐
津
焼
皿
、
備
前
焼
捕
鉢
）、　
金
属
製
品

（煙
管
、
手

斧
、
鉄
釘
、
永
楽
通
宝
な
ど
）、
木
製
品

（柿
板
、
英
斗
板
、
火
鑽
自
）、
木
の
枝
（
サ

ク
ラ
属
、
ア
オ
ギ
リ
属
な
ど
）、
本
の
実
（
オ
ニ
グ
ル
＼ヽ

ウ
メ
、
そ
モ
、
ク
リ
）
が
出

上
し
た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
ｘ
田
面
木
と
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｇ
ｙ
］宴

μ

寓
牌

「
田
面
木
」
は
大
字
名
で
あ
り
、
根
城
の
西
方
に
現
存
し
て
い
る
。

『
南
部

八
戸
家
系
図
』
や
明
和
八
年
（
一
七
七
こ

に
書
か
れ
た

『
三
翁
昔
語
』
に
よ
れ

ば
、
日
面
木
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
３

に
は
南
部
氏
の
領
地
に
な
っ
た
。

木
筒
の
年
代
は
、
伴
出
遺
物
か
ら

一
七
世
紀
前
葉
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
、
八

戸
市
文
化
財
審
議
委
員
小
井
田
幸
哉
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

八
戸
市
教
育
委
員
会

『史
跡
根
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅸ
』
盆

九
八
七
年
）

（佐
々
木
浩

一
）




